
同
志
社
時
代
の

徳
富
蘇
峰
が
み
づ
か
ら
の
著
作
目
録
で
一
番
古
い
も
の
と
し
て
あ
げ
て
ぃ
る

の
は
、
明
治
十
七
年
、
蘇
峰
満
二
十
一
歳
の
一
月
に
脱
稿
し
た
「
明
治
二
十
三

年
後
の
政
治
家
の
資
格
を
論
ず
」
で
あ
る
。

「
自
由
・
道
徳
及
儒
教
主
義
」
(
明
治
十
七
年
十
二
月
刊
行
)
「
第
十
九
世
紀

日
本
の
青
年
及
其
教
育
」
(
明
治
十
八
年
六
月
脱
稿
)
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
周
知

の
よ
う
に
後
者
の
著
作
は
明
治
二
十
年
三
月
公
刊
さ
れ
て
「
新
日
本
之
青
年
」

と
な
っ
て
、
非
常
な
評
判
を
え
た
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
著
作
よ
り
満
一
年

お
く
れ
て
、
明
治
十
九
年
五
月
に
起
稿
さ
れ
、
十
月
に
脱
稿
し
九
『
将
来
之

日
本
』
は
一
足
は
や
く
『
新
日
本
之
青
年
」
に
さ
き
ん
じ
て
か
れ
の
処
女
公
刊

本
と
な
っ
た
0
 
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
れ
ら
の
諸
著
作
は
か
れ
の
大
江
義
塾
に

お
け
る
研
究
と
教
育
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
九
。

そ
れ
は
例
え
ぱ
「
自
由
・
道
徳
及
儒
教
主
義
」
の
稿
本
を
見
る
と
、
そ
れ
は

五
章
に
分
れ
て
い
る
が
、
そ
の
豆
早
(
一
回
)
は
、
明
治
十
七
年
五
月
下
旬
に

杉
井

起
稿
さ
れ
、
七
月
三
日
に
脱
稿
し
て
い
る
。
か
れ
は
こ
れ
を
さ
ら
に
十
月
十
五

日
に
い
た
っ
て
改
鼠
・
清
書
を
は
じ
め
、
そ
の
日
の
午
後
九
時
半
に
終
っ
て
ぃ

る
が
、
そ
の
需
に
「
村
塾
尚
呼
晤
ノ
声
ア
リ
南
窓
燈
火
ノ
下
二
書
ス
」
と
あ

り
、
ま
た
、
終
章
の
末
尾
に
は
、
「
十
七
年
十
月
二
十
二
日
夜
八
時
掴
筆
村
塾

吟
噂
の
声
転
た
激
す
」
と
あ
っ
て
、
大
江
(
生
)
逸
す
な
わ
ち
蘇
峰
は
、
生
々

し
た
塾
教
育
実
践
の
場
で
こ
の
筆
を
進
め
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
大
江
義
塾
生

の
躍
々
と
し
た
生
活
の
息
吹
き
が
感
じ
と
ら
れ
る
。
ガ
義
塾
を
松
下
村
塾
た
ら

し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
"
と
し
た
蘇
峰
は
、
こ
の
著
作
に
お
い
て
、
す
で
に
、

コ
プ
デ
ン
.
プ
ラ
イ
ト
・
ミ
ル
・
ス
ペ
ン
サ
ー
・
ミ
ル
ト
ソ
を
あ
げ
て
縦
横
の

筆
陣
を
は
り
、
「
第
卜
九
Ⅲ
紀
日
本
の
青
年
及
其
教
育
」
、
『
将
来
之
日
本
」
の

論
陣
の
基
礎
を
構
築
し
お
わ
っ
て
い
た
。

青
年
(
塾
生
)
に
は
希
望
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
か
れ
の
論
旨
の
展
開
に

は
、
情
熱
が
浴
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
は
ガ
夢
物
語
ル
で
な
く
、

現
実
の
時
務
策
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
教
師
蕪
蜂
は
か
く
考
え
、
青
年
を
鼓

八

ノ＼
r▲

郎
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麺
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
自
由
・
道
徳
及
儒
教
主
義
」
の
終
章
の
結
句
に
お
い

て
、

「
速
二
我
邦
ヲ
一
変
シ
テ
純
乎
タ
ル
自
由
ノ
邦
土
ト
ナ
サ
ソ
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル

ノ
一
点
二
帰
ス
ル
也
。
吾
人
ハ
固
ヨ
リ
(
中
略
)
哲
学
者
ニ
ア
ラ
ズ
、
天
下

ノ
人
心
ヲ
籠
絡
シ
一
世
ノ
知
勇
ヲ
推
倒
シ
(
中
略
)
名
誉
ヲ
博
セ
ン
ト
ス
ル
ノ

政
治
家
ニ
モ
ア
ラ
ズ
、
固
ヨ
リ
学
識
卑
ク
天
下
ノ
大
事
ハ
決
シ
テ
吾
人
黄
口

き
や
く
戸
あ
ご
〕

ノ
咳
ヲ
六
合
ル
所
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
信
ス
ト
錐
モ
時
事
ノ
日
二
非
ナ
ル
ヲ
思
ヒ
、

国
勢
ノ
日
二
焦
捧
ス
ル
ヲ
思
ヒ
、
改
進
ノ
度
愈
ヨ
遅
鈍
ナ
ル
ヲ
思
ヒ
、
自
由

、
、

、

、
、
、
、

、

、
、
、
、

、

ノ
愈
ヨ
其
ノ
カ
ヲ
社
会
二
失
フ
ヲ
思
ヒ
、
維
新
革
命
ノ
大
業
ノ
中
途
ニ
シ
テ

よ
く
よ
う

、

、

、

、

荒
廃
ス
ル
ヲ
思
へ
バ
、
身
ハ
雛
陽
少
年
二
非
ラ
サ
ル
モ
、
痛
突
長
太
息
セ
ザ

.
、
、

ノ

ラ
ン
ト
欲
ス
ト
錐
モ
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
(
圏
点
筆
者
)
(
下
略
)
」

こ
れ
は
ま
さ
し
く
青
年
客
気
の
政
治
論
で
あ
る
。
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
、
白
由

民
権
左
派
に
荷
担
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
か
れ
の
後
来
の
著
作
に
明

ら
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
ま
さ
し
く
「
新
日
本
之
青
年
」
の
志
が
、
「
将
来

之
日
本
」
の
期
待
が
、
そ
し
て
、
『
吉
田
松
陰
」
の
熱
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

『
将
来
之
日
木
』
つ
い
で
「
新
日
木
之
青
年
」
さ
ら
に
讐
『
国
民
之
友
』

に
展
開
さ
れ
る
蘇
峠
像
は
「
自
由
・
道
徳
及
儒
教
主
義
」
の
蕉
雌
の
姿
に
か
え

つ
て
号
え
直
す
こ
と
、
『
吉
田
松
陰
』
で
い
え
ぱ
、
明
治
二
十
六
年
、
さ
ら
に

は
、
明
治
四
十
一
年
の
年
代
か
ら
明
治
十
七
年
の
蕪
修
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
追
究

し
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
こ
こ
に
提
出
さ
れ
る
。

私
が
表
記
の
よ
う
な
題
を
か
か
げ
な
が
ら
、
こ
と
あ
ら
た
め
て
、
蕪
峰
の
著

作
に
お
け
る
「
自
由
・
道
徳
及
儒
教
主
義
」
と
、
か
れ
の
そ
の
後
の
著
作
の
関

係
に
執
着
し
た
の
は
、
蹴
峰
の
思
想
形
成
、
あ
る
い
は
そ
の
思
想
の
本
質
を
解

く
鍵
が
こ
の
辺
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
0
 
も
う
少
し
大

'
く
言
え
ぱ
、
い
わ
ゆ
る
蘇
峰
の
グ
変
節
"
は
思
想
史
的
に
は
た
し
て
変
節
と

い
え
る
か
ど
ぅ
か
と
い
う
問
題
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

由
来
若
い
時
代
の
蕪
雌
と
く
に
、
二
十
歳
以
前
の
鯱
峰
、
そ
れ
は
、
か
れ

が
自
ら
を
意
識
し
た
二
回
目
の
熊
本
洋
学
校
入
学
(
十
二
歳
)
か
ら
同
志
社
時

代
、
つ
い
で
大
江
菱
塾
の
時
代
に
わ
た
る
期
間
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
蘇
峰
自

伝
」
を
唯
一
の
典
拠
と
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
0
 
と
く
に
、
そ

の
同
志
社
時
代
に
つ
い
て
は
、
『
燕
峰
自
伝
』
の
叙
述
は
ほ
と
ん
ど
神
話
化
さ

れ
て
、
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
、
同
志
社
当
年
の
事
估
を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
り
、

献
峠
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
新
島
襄
を
信
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
当
年

の
金
森
通
倫
を
と
き
、
横
井
時
雄
を
論
ず
る
さ
い
に
も
引
用
さ
れ
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
今
年
の
夏
、
秦
理
事
長
、
塩
崎
彦
一
氏
ら
の
厚
器
よ
っ
て
、
二
宮
の

歎
峰
堂
(
現
在
の
蘇
峰
記
念
館
)
に
収
蔵
さ
れ
る
蕪
峰
の
当
年
の
目
録
・
覚
書

随
筆
な
ど
の
手
記
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
さ
に
青
天
の
鰯
靈
、
行
き
づ
ま
っ

て
い
た
私
の
蕪
峠
に
お
け
る
純
乎
と
し
た
泰
西
主
義
と
純
乎
と
し
た
日
本
志
士

の
論
は
、
「
一
刀
両
断
」
と
い
う
鮮
や
か
さ
は
少
々
誇
張
に
過
ぎ
る
が
1
蘇

峠
は
「
新
日
本
之
青
年
」
五
章
で
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
1
大
き
な
光
明

を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
史
家
は
所
与
の
史
料
を
眼
光
紙
背
に
徹
し
て

検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
は
つ
と
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
九
が
、
自
伝
の
史

料
的
制
約
と
い
う
先
入
主
か
ら
深
く
読
み
と
る
こ
と
を
怠
り
、
史
料
収
集
に
力

を
注
が
な
か
っ
九
こ
と
が
強
く
反
省
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
『
蕪
峰
自
伝
」
の
十
一
、
「
基
督
教
に
対
す
る
懐
疑
と
予
」
の

な
か
に
、
「
予
も
人
並
に
毎
夜
必
ず
祈
鵡
を
し
て
居
た
が
、
如
何
な
る
事
を
祈

つ
た
乎
と
云
ふ
打
を
、
祈
鵡
し
九
後
に
そ
れ
を
書
き
付
け
た
も
の
が
あ
っ
た
。
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A
,
か
ら
見
れ
ば
、
、
訳
も
た
わ
い
も
無
き
も
の
で
あ
る
が
云
々
(
下
略
)
」
と
い
う

く
だ
り
が
あ
る
。
蘇
峰
が
奉
教
趣
意
書
に
署
名
し
、
同
志
社
に
き
て
、
新
島
裏

か
ら
洗
礼
を
う
け
、
新
島
宅
の
京
都
第
二
公
会
に
入
会
す
る
の
は
、
明
治
九
年

十
二
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
か
れ
の
奉
教
生
活
が
、
当
時
の
同

志
社
人
の
人
並
み
と
質
的
に
ど
の
よ
う
に
対
比
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
う
た
か

は
、
か
れ
の
神
観
・
新
島
観
、
そ
し
て
そ
の
後
の
懐
疑
、
公
会
の
脱
退
と
い
う

現
象
に
眼
を
う
ば
わ
れ
て
、
「
祈
鵡
し
た
後
に
そ
れ
を
書
き
つ
け
た
も
の
が
あ

つ
た
」
と
い
う
重
大
な
事
実
霊
も
等
閑
に
し
て
し
ま
っ
て
ぃ
た
の
で
あ
る
。

「
今
か
ら
見
れ
ば
、
訳
も
た
わ
い
も
無
き
」
と
は
蘇
峰
の
後
年
の
追
懐
に
ょ
る

評
価
で
あ
っ
て
、
当
年
の
事
実
は
、
人
並
み
の
対
比
の
中
で
質
的
に
論
及
さ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

私
が
「
朝
タ
エ
課
第
冒
ぢ
明
治
十
一
年
七
月
十
九
日
 
Z
O
.
-
m
-
Z
又
Φ
如
8
欠

ミ
又
ヨ
ニ
如
卿
ゆ
ぐ
Φ
ヨ
コ
⑩
食
曾
9
器
」
と
稚
拙
な
筆
で
小
冊
子
の
表
紙
に
し

る
し
た
か
れ
の
祈
り
の
書
き
つ
け
を
手
に
し
た
と
き
の
恢
槐
と
歓
喜
は
名
状
し

難
い
も
の
が
あ
っ
た
。
識
語
に
か
し
こ
ま
っ
て
「
掃
留
徳
謹
識
」
と
書
き
つ

け
て
あ
る
の
を
見
て
、
胸
の
語
り
は
禁
じ
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。
款
峰
は

ど
ん
な
理
由
か
ら
。
ハ
ウ
ロ
の
故
名
サ
ウ
ロ
を
称
し
九
の
で
あ
ろ
う
か
、
釡
森
通

倫
は
。
ハ
ウ
ロ
を
名
の
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
蕪
蜂
は
か
れ
提
め
ら
れ
て
東
京

英
語
学
校
か
ら
同
志
社
に
き
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
蘇
峰
ら
下
級
生
の
助
教
で

あ
っ
九
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
意
欲
を
駈
り
立
て

る
問
題
が
薄
紙
の
丁
を
め
く
っ
て
ゅ
く
う
ち
に
、
木
全
祝
と
の
関
係
、
杉
田
勇

次
郎
と
の
関
係
、
同
心
交
社
の
問
題
、
か
れ
の
立
言
家
と
し
て
の
志
望
な
ど
山

積
す
る
に
い
た
っ
た
。

、
、
、

こ
の
「
朝
タ
エ
課
第
言
ぢ
」
は
、
明
治
十
一
年
七
月
十
九
日
か
ら
同
年
九

月
六
日
に
い
た
る
手
記
で
あ
っ
て
、
蘇
峰
は
当
年
満
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
か
れ

は
ビ
ー
チ
ャ
ー
(
如
ゆ
曾
ず
円
、
工
含
二
乏
.
)
の
十
二
徳
に
な
ら
っ
て
、
聖
経

十
徳
を
か
か
げ
、
朝
の
祈
り
、
タ
の
祈
り
に
お
い
て
、
自
ら
か
か
げ
た
十
徳
に

忰
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
と
、
罪
の
意
識
は
す
ぐ
れ
て
幟
烈
で
あ
る
。
か
れ
の

掲
げ
る
十
徳
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
、
神
二
対
ス
ル
職
務
、
第

ニ
、
人
二
対
ス
ル
職
分
、
第
三
、
希
望
責
任
、
第
四
、
温
柔
、
第
五
、
謙
遜
、

第
六
、
勤
労
、
第
七
、
沈
黙
、
第
八
、
親
切
、
第
九
、
倹
約
、
第
十
、
清
潔
で
あ

る
0
 
そ
こ
に
は
ニ
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
の
持
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ュ
ー
リ

タ
ニ
ズ
ム
を
新
島
か
ら
一
早
け
た
色
彩
が
き
わ
め
て
濃
厚
で
あ
る
と
い
え
よ
う

蕪
雌
の
祈
り
に
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
る
。
紙
幅
の
都
合

で
、
月
日
、
朝
夕
を
省
略
し
て
一
部
を
抜
萃
す
る
と
、
「
願
ク
ハ
十
徳
ヲ
守
リ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

期
望
穫
壮
<
二
天
下
ノ
重
ヲ
任
シ
、
天
下
ノ
重
二
柚
ル
身
体
ヲ
持
チ
、
又
ハ
十

分
ノ
交
章
モ
出
来
ル
様
ニ
ナ
シ
給
へ
」
、
「
木
全
(
祝
)
松
尾
(
敬
吾
)
竜
山
(
昇
)

、
、
、
、
、

.
蔀
、
奥
(
唯
太
郎
)
其
ノ
他
ノ
人
々
ヲ
善
ク
ナ
シ
給
へ
、
何
馬
日
本
モ
十
分

ノ
国
ト
ナ
ル
様
二
奉
願
亜
孟
何
卒
同
心
交
社
主
義
変
化
之
事
御
意
ナ
ラ
ハ
叶
ハ

セ
給
へ
」
、
「
天
下
ヲ
憂
~
与
論
ヲ
導
ク
之
人
物
ト
ナ
リ
、
身
体
交
章
モ
之
二
適

ス
ル
様
ニ
ナ
シ
給
へ
、
又
人
ヲ
知
ル
ノ
学
問
ヲ
学
ヒ
更
二
彼
ヲ
知
ル
「
之
出
来

ル
陌
ニ
ナ
シ
給
へ
」
、
「
何
卒
々
々
巽
日
之
目
的
ヲ
達
ス
ル
様
ニ
ナ
シ
粭
へ
、
願

、
、

、
、
、

ク
ハ
恒
二
慨
然
ト
シ
テ
天
下
之
重
任
ヲ
一
日
モ
忘
連
サ
ル
様
ニ
ナ
シ
給
へ
」
、

「
願
ク
ハ
果
敢
ノ
人
ト
ナ
リ
、
絶
愛
ノ
人
ト
ナ
ル
様
ニ
ナ
シ
給
へ
、
何
卒
心
志

、
、
、
、
、

、
、
、

、

ヲ
鴻
大
ニ
シ
テ
巽
日
之
目
的
ヲ
達
シ
、
身
ヲ
以
テ
国
二
任
ス
ル
様
ニ
ナ
シ
給

、
、
、
、
、

へ
」
、
「
身
願
ク
ハ
売
下
之
先
導
ト
ナ
リ
、
萬
事
是
二
通
フ
様
ニ
ナ
シ
給
へ
、
大
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年
月
を
経
た
が
、
い
ま
ま
で
あ
え
て
、
断
行
し
な
か
っ
た
の
は
、
中
途
半
端
で

や
め
て
し
ま
う
こ
と
を
お
そ
れ
た
の
で
あ
る
と
み
づ
か
ら
誌
し
て
い
る
が
、
か

れ
の
朝
タ
エ
謬
、
そ
の
年
の
九
月
六
日
で
お
わ
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
時

点
を
境
に
し
て
、
蕉
雌
に
お
け
る
奉
教
の
姿
勢
は
色
あ
せ
て
い
っ
た
か
と
い
う

に
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
後
掲
の
よ
う
に
、
「
随
筆
第
一
集
」
の
末
尾
に

は
、
「
今
日
は
明
治
十
二
年
十
月
三
十
一
日
な
り
、
今
や
此
の
随
筆
一
編
を
害

き
終
り
(
中
略
)
言
ふ
こ
と
あ
ら
ん
と
す
。
(
巾
略
)
余
既
に
十
七
年
(
数
え

年
)
矣
身
弱
く
智
力
鈍
く
才
力
薄
く
弊
あ
ら
ず
、
鳴
呼
又
何
を
希
ひ
何
を
頼

ん
で
勉
鬻
筆
を
取
り
忽
々
沓
を
読
む
乎
。
蓋
有
故
余
性
勢
と
雛
も
既
に
造
化

、

、

ノ
一
分
た
り
、
豈
に
自
力
を
賤
み
天
神
の
思
に
叛
む
可
き
」
と
敬
虔
な
姿
勢
を

堅
持
し
て
お
り
、
し
か
も
、
や
は
り
後
掲
の
「
随
筆
第
二
号
」
に
お
い
て
は
、

随
想
風
に
、
「
我
国
今
日
ノ
文
明
ハ
進
レ
カ
.
÷
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ソ
、
我
国
今
日
ノ

聖
徒
ハ
誰
レ
カ
出
来
シ
タ
ル
モ
ノ
ソ
、
我
国
今
日
ノ
聖
教
ハ
誰
レ
カ
初
メ
テ
伝

ヘ
タ
ル
モ
ノ
ソ
、
我
輩
ハ
之
レ
ヲ
思
フ
コ
ト
ニ
末
夕
嘗
忌
泣
セ
ス
ン
バ
ア
ラ

ザ
ル
ナ
リ
」
と
同
志
社
を
り
ぇ
ら
れ
、
新
嶋
先
生
を
与
え
ら
れ
、
教
師
を
与
え

ら
れ
た
こ
と
に
深
い
感
謝
を
さ
さ
げ
て
い
る
。
し
か
も
、
同
じ
冊
子
に
見
ら
れ

る
次
の
よ
う
な
記
述
は
、
霜
過
で
き
な
い
。

「
魚
一
↓
ず
0
ヨ
器
ミ
0
器
氏
ガ
神
二
事
へ
る
お
以
テ
第
一
義
ト
シ
王
二
仕
ル

を
第
二
義
ニ
ス
ル
ト
云
ハ
レ
タ
ル
事
ア
リ
0
 
此
之
語
ヤ
当
レ
リ
0
 
誰
ニ
テ
モ

此
之
盆
叩
一
一
従
ツ
テ
可
矣
0
(
中
略
)
主
人
ハ
神
.
ヨ
リ
尊
ト
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ナ
ラ

ハ
神
ノ
命
二
反
ス
ル
モ
主
人
ノ
命
ニ
ハ
灰
ス
可
ラ
ス
ト
ス
ル
乎
、
然
ラ

、
、

ノ

主
人
ガ
神
二
灰
ケ
ト
云
ハ
己
レ
ハ
神
二
反
ク
可
キ
乎
、
是
レ
ハ
殊
二
主
人
二

而
モ
限
ラ
ス
萬
事
二
通
用
シ
テ
可
矣
。
鳴
呼
吾
輩
ハ
此
ノ
一
義
二
着
眼
セ
ス

シ
テ
可
ラ
ン
(
明
治
十
三
年
)
三
月
十
八
日
之
午
前
十
一
日
書
ス
」
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こ
れ
こ
そ
日
本
キ
リ
ス
ト
教
の
最
も
重
大
な
命
題
と
な
る
べ
き
問
題
で
あ

り
、
か
つ
蕪
峰
の
出
自
や
、
後
来
の
意
識
・
行
動
の
な
か
で
、
奉
教
の
姿
勢
を

持
続
す
る
限
り
は
不
可
避
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
こ
の
段
階
で
、
か
れ

は
信
仰
の
純
粋
さ
に
お
い
て
、
神
に
事
へ
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
、
王
1
近
代

国
家
に
お
け
る
天
皇
を
第
二
義
と
し
た
こ
と
は
従
来
の
通
説
を
ま
っ
た
く
否
定

す
る
も
の
で
あ
り
、
か
れ
の
信
仰
が
純
乎
と
し
た
ク
リ
ス
チ
市
ン
の
そ
れ
で
あ

つ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
か
れ
は
用
語
に
天
皇
を
使
わ
ず
、
王
、
主

人
を
使
っ
て
、
こ
れ
を
述
べ
て
い
る
の
は
、
た
と
え
「
不
許
他
見
」
で
は
あ
っ

て
も
、
慎
重
を
期
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四

そ
も
そ
も
二
宮
の
蘇
峰
零
館
に
収
蔵
さ
れ
る
蘇
峰
関
係
の
史
料
は
、
ど
れ

ほ
ど
の
多
き
に
の
ぽ
る
か
、
私
は
ま
だ
そ
れ
を
知
ら
な
い
。
私
が
閲
覧
し
え
九

蘇
峰
の
同
志
社
時
代
の
手
記
は
、
こ
の
「
朝
タ
エ
課
」
の
ほ
か
、
「
心
乃
塩
梅

思
乃
鏡
第
二
号
桐
庭
学
人
」
(
明
治
十
一
年
九
月
二
十
九
日
1
伺
年
十
二

月
六
日
)
、
「
随
筆
第
一
集
鉄
研
学
人
(
雛
学
人
)
ス
明
治
十
二
年
六
月

1
同
年
十
二
月
)
、
「
随
筆
第
二
号
巣
学
人
徳
猪
生
」
(
明
治
十
三
仟

二
月
1
同
年
三
月
)
、
「
虚
々
秋
光
随
筆
第
三
鷹
巣
学
人
」
(
明
治
十
三
年

三
月
1
同
年
四
月
)
、
「
所
見
所
聞
鷹
巣
生
」
(
明
治
十
三
年
五
月
1
十
五
年

七
月
)
の
薄
紙
小
冊
子
に
書
き
綴
ら
れ
た
六
冊
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
蕪
峰
は
明
治
十
三
年
三
月
英
学
校
五
年
生
で
あ
り
、
二
年

生
の
学
級
合
併
問
題
に
端
を
発
し
た
事
件
で
、
卒
業
直
前
の
身
で
あ
っ
た
が
、

新
島
嬰
の
再
三
に
わ
た
る
都
意
を
ふ
り
切
っ
て
退
学
し
、
そ
の
五
月
東
京
に
出

る
0
 
「
所
見
所
聞
」
に
見
ら
れ
る
五
月
二
十
五
日
書
き
出
し
の
東
遊
漫
記
日
録

記
事
は
き
わ
め
て
劇
的
で
あ
る
。
こ
の
日
を
境
に
し
て
、
か
れ
は
一
時
新
島
の

膝
下
を
は
な
れ
る
の
で
あ
る
。

「
行
李
粛
然
余
河
辺
湯
浅
ノ
ニ
君
卜
今
出
川
ノ
寓
居
ヲ
出
ツ
、
其
ノ
送
り
テ

新
嶋
氏
二
至
ル
モ
ノ
ハ
唯
井
瓜
、
奥
、
河
辺
交
、
松
田
、
御
建
、
西
山
、
津

1
 
抹
消

田
而
已
0
 
新
嶋
氏
二
立
寄
り
シ
ニ
、
今
日
ハ
案
外
ノ
事
ニ
テ
余
輩
口
甚
夕
不

快
ノ
心
ヲ
生
セ
リ
而
シ
テ
此
ノ
困
中
二
居
ル
公
義
ノ
困
ハ
如
何
ソ
ヤ
。
十
一

新
嶋
ヲ
出
ツ
、
公
義
送
テ
三
条
柵
二
至
ル
、
橋
畔
魚
万
二
立
寄
リ
共
二
会
食

ス
、
家
ハ
橋
ノ
西
北
ノ
隅
ニ
ア
リ
、
窓
ヲ
推
セ
ハ
向
岸
ノ
柳
色
青
々
ト
シ
テ

恬
ヲ
含
ム
ニ
似
タ
リ
、
献
筆
東
山
淡
誘
覆
ハ
レ
、
梵
覚
ノ
美
人
梳
二
傭
キ
情

ノ
如
シ
、
彼
ニ
シ
テ
有
恬
ナ
ラ
シ
メ
ハ
余
将
二
如
何
セ
ソ
。
於
是
乎
無
端
旅

思
起
矣
(
下
略
)
」

い
ま
こ
れ
を
『
蕪
峰
自
伝
』
の
こ
の
項
と
対
比
検
討
す
る
紙
幅
を
も
た
な
い

が
、
「
今
日
ハ
案
外
ノ
事
ニ
テ
(
中
略
)
甚
夕
不
快
ノ
心
ヲ
生
セ
リ
」
と
は
自

仏
に
見
え
ぬ
感
竿
あ
り
、
昼
食
を
三
条
橋
ほ
と
り
で
た
べ
九
と
き
、
向
岸
の

柳
を
見
て
、
美
人
の
梳
に
も
の
う
き
情
の
如
し
、
「
彼
ニ
シ
テ
有
情
ナ
ラ
シ
メ

ハ
余
将
如
何
セ
ン
」
、
「
無
端
旅
思
起
」
も
伺
じ
く
脊
伝
に
見
ら
れ
ぬ
人
間
蘇
峰

の
赤
裸
々
な
姿
を
う
か
が
え
る
。

今
年
は
た
ま
九
ま
徳
富
蕪
峰
が
逝
っ
て
十
三
年
、
百
敗
院
泡
沫
頑
蘇
居
士
の

十
三
回
忌
に
あ
た
る
。
こ
う
し
九
秋
に
当
っ
て
故
人
を
泉
下
に
起
し
て
、
こ
れ

と
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
非
情
な
因
縁
と
も
思
え
る

の
で
あ
る
0
 
同
志
社
に
お
い
て
純
乎
た
る
基
督
の
徒
と
な
ろ
う
と
す
る
掃
留

は
、
大
江
義
塾
の
純
乎
た
る
泰
西
主
義
唱
道
者
と
照
応
し
、
民
友
社
に
お
け
る

平
民
主
義
の
鼓
吹
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
同
志
社
時
代
に
お
け
る

掃
留
は
泡
沫
で
は
な
い
。

父
交
科
学
研
究
所
研
究
員
)
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ら
ん
て
い

蘭
亭
を
愛
し
む

お

「
大
学
問
題
」
で
は
書
け
な
い
と
断
わ
っ
て
あ
う
た
の
が
、
折
り
返
し
、

他
の
こ
と
で
い
い
か
ら
と
重
ね
て
執
筆
依
頼
の
届
い
た
今
日
、
上
野
の
東
京

文
化
会
館
で
第
二
十
回
美
学
会
全
国
大
会
が
あ
り
、
勤
め
の
合
間
を
す
り
抜

け
る
よ
う
に
し
て
私
は
旧
師
や
先
輩
の
顔
を
見
に
出
か
け
た
0
 
演
題
に
は
幾

ら
も
聴
き
た
い
も
の
が
あ
り
な
が
ら
休
暇
も
と
れ
ず
、
僅
か
な
昼
休
み
の
立

話
だ
け
を
め
あ
て
に
行
っ
て
、
案
の
定
耳
に
し
た
の
は
専
ら
紛
争
に
よ
る
大

学
荒
廃
の
評
定
ぱ
か
り
で
あ
っ
た
。

勤
め
柄
、
各
種
の
医
学
会
を
傍
聴
取
材
す
る
機
会
が
あ
り
、
最
近
で
は
そ

れ
ら
の
殆
ど
が
、
造
反
教
官
や
差
の
激
し
い
動
議
、
抗
議
、
妨
害
で
流
会

に
な
っ
て
い
る
。
流
れ
な
い
学
会
は
、
た
い
て
い
玉
前
に
青
医
連
と
学
会
責

任
者
の
問
で
相
当
な
取
引
が
あ
る
の
だ
と
も
、
事
実
か
ど
ぅ
か
、
耳
に
し
て

い
る
年
と
っ
た
学
会
長
を
何
時
問
も
壇
上
に
釘
づ
け
に
す
る
激
し
い
吊
し

上
げ
も
見
る
に
忍
び
な
い
が
、
取
引
の
蔭
で
微
温
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
研

究
発
表
と
い
う
の
も
、
味
け
な
く
佗
び
し
い
も
の
だ
0

秦

恒
平

他
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
医
学
部
に
就
い
て
な
ら
わ
れ
わ
れ
編
集
職
の
者

は
存
外
沢
山
の
見
聞
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
私
に
も
相
応
の
評
判
位

は
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
が
私
は
そ
れ
を
し
た
く
な
か
っ
た
0
 
所
詮
、
身
振

沢
山
な
ガ
評
定
ι
に
終
り
そ
う
な
気
が
す
る
し
、
そ
れ
な
ら
寧
ろ
黙
っ
て
じ

つ
と
見
て
い
た
い
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
弦
を
籬
れ
た
矢
は
的
を
追
っ
て
鋭

く
飛
ぱ
ね
ぱ
い
け
な
い
0
 
い
っ
と
き
的
を
見
失
な
う
こ
と
が
あ
る
に
せ
よ
と

に
か
く
矢
が
途
中
む
な
し
く
地
に
落
ち
な
い
こ
と
を
私
は
願
わ
ず
に
い
ら
ー

な
い
。
穏
便
な
分
別
な
ど
と
い
う
も
の
を
、
こ
の
際
そ
う
信
用
す
べ
き
で
は

な
い
、
と
思
っ
て
い
る
。

私
は
望
ま
れ
た
「
大
学
問
題
」
に
就
き
こ
れ
以
上
苫
く
気
が
な
い
0
 
何
も

書
け
な
い
。
書
け
な
い
こ
と
と
、
そ
れ
が
私
に
も
非
常
に
重
い
大
き
な
こ
と

柄
だ
と
い
う
こ
と
は
、
何
も
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
0

美
学
会
の
会
場
を
出
る
と
、
直
ぐ
近
く
の
国
立
東
京
博
物
館
ま
で
私
は
小

走
り
に
か
け
た
。
時
間
も
惜
し
い
し
、
何
と
な
く
今
耳
に
し
て
来
た
よ
う
な

ノ

.

(

4
゛
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話
題
か
ら
早
く
離
れ
た
い
気
も
ち
だ
っ
九
。

新
た
に
で
き
て
間
も
な
い
東
洋
館
の
中
を
靴
音
を
響
か
せ
て
歩
き
つ
づ

け
、
む
ろ
ん
一
点
一
点
に
費
す
暇
も
な
い
ま
ま
、
唐
三
彩
や
、
宋
の
白
磁
や

董
其
昌
の
書
の
前
で
は
、
思
わ
ず
爪
先
立
っ
て
も
行
ち
ど
ま
っ
て
、
眼
を
据

え
て
、
見
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

中
に
も
心
を
惹
か
れ
た
も
の
に
、
定
武
本
の
蘭
亭
咋
が
あ
っ
た
。
後
代
の

五
字
損
本
か
、
あ
る
い
は
欧
陽
詢
臨
書
の
ま
ま
の
未
損
本
か
確
か
め
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
王
義
之
真
筆
の
風
韻
を
最
も
よ
く
得
た
と
謂
わ
れ
る
名
蹟
で
あ

た
ん
ら
ん
て
い

り
、
無
性
に
あ
り
あ
り
眼
に
残
っ
た
。
「
蘭
亭
殉
葬
」
と
か
「
脈
蘭
亭
」
と

か
の
故
事
ま
で
、
奔
る
よ
う
に
脳
裏
を
か
す
め
た
。

突
然
の
話
題
で
恐
縮
だ
が
、
松
永
久
秀
と
い
う
武
将
は
、
信
貴
山
落
城
の

際
、
愛
蔵
の
平
蜘
蛛
の
釜
を
織
田
信
長
に
奪
わ
れ
る
の
を
無
念
に
思
う
余

り
、
釜
と
一
緒
に
自
ら
火
に
入
っ
た
と
謂
わ
れ
て
い
る
。
戦
国
末
期
武
将
の

茶
器
酷
愛
を
伝
え
る
挿
話
と
し
て
は
最
も
念
の
入
っ
た
も
の
で
、
ち
ょ
つ
と

想
像
に
余
る
所
が
あ
る
。

平
蜘
蛛
の
茶
釜
が
ど
ん
な
物
で
あ
っ
九
か
、
評
判
だ
け
で
は
納
得
で
き
な

い
の
だ
が
、
お
よ
そ
今
日
に
遺
さ
れ
九
当
時
の
茶
器
具
を
あ
れ
こ
れ
著
名
な

コ
レ
ク
シ
,
ン
で
観
六
り
、
ま
た
稀
々
葵
厶
で
実
際
に
手
を
触
れ
て
み
て

も
、
美
術
品
と
し
て
は
み
な
限
界
の
あ
る
も
の
で
、
光
悦
、
光
琳
、
の
ん
こ

う
ら
本
格
の
仕
事
に
な
る
ま
で
は
、
た
だ
茶
人
好
み
と
い
う
ば
か
り
の
茶
入
、

茶
拘
、
花
筒
、
土
茶
碗
な
ど
、
な
る
ほ
ど
そ
れ
な
り
の
興
趣
は
感
じ
ら
れ
て

も
、
決
し
て
大
騒
ぎ
す
る
も
の
と
思
え
な
い
。
茶
人
仲
問
で
は
何
の
彼
の
と

謂
っ
て
み
て
も
大
概
が
力
お
道
具
力
で
、
例
え
ぱ
東
京
博
物
館
に
あ
る
邪
州

白
磁
の
盡
や
、
元
横
河
博
士
の
蒐
撃
あ
っ
た
宋
官
窯
の
輪
花
肯
磁
鉢
と

か
、
三
井
家
の
や
は
り
輪
花
の
青
磁
馬
煌
紳
な
ど
と
、
気
格
、
精
緻
、
雅
趣

に
お
い
て
匹
敵
す
る
独
立
独
歩
の
美
術
品
は
稀
と
一
吾
う
よ
り
な
い
0

愛
し
む
に
値
す
る
芸
術
的
な
名
品
を
惜
し
ん
だ
の
な
ら
久
秀
の
し
た
こ
と

も
あ
る
意
味
で
首
肯
さ
れ
る
が
、
冷
淡
に
謂
え
ぱ
乱
心
に
過
ぎ
ず
、
逸
話
と

謂
う
よ
り
汚
名
に
近
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
較
べ
る
と
、
似
た
こ
と
で
も
、
唐
の
太
宗
皐
帝
の
蘭
亭
殉
葬
な

ど
、
賛
成
は
し
な
い
が
、
酷
愛
の
対
象
が
王
義
之
の
墨
跡
だ
け
に
ず
う
と
納

得
し
や
す
い
。
支
那
、
日
本
を
通
じ
て
書
道
の
世
界
に
久
し
く
冠
絶
君
臨
し

大
王
と
謂
わ
れ
た
義
之
の
、
自
身
最
も
得
意
の
蘭
亭
詩
序
で
あ
り
、
こ
の
人

の
真
蹟
な
ら
百
千
を
厭
わ
ず
蒐
集
し
て
い
た
太
宗
が
、
わ
が
死
後
に
も
こ
の

蘭
亭
だ
け
は
倶
に
埋
葬
し
て
呉
れ
る
よ
う
、
子
の
高
宗
に
遺
戒
を
加
え
た
と

渭
う
の
は
、
さ
も
あ
り
そ
う
で
、
熱
愛
の
余
り
の
独
占
慾
と
い
う
以
上
の
、

も
は
や
不
可
思
議
の
祈
願
で
あ
っ
た
か
と
推
量
さ
れ
る
。

平
蜘
蛛
の
釜
が
も
う
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
蘭
亭
原
本
も
お
そ
ら
く
、
氷
久

に
見
る
こ
と
を
得
な
い
が
、
幸
い
こ
の
名
筆
に
は
多
く
の
揚
模
が
遺
さ
れ
て

い
て
、
真
蹟
の
韻
致
を
う
か
が
う
こ
と
だ
け
は
で
き
る
。
た
だ
わ
れ
わ
れ

が
、
開
皇
本
や
定
武
本
と
謂
わ
れ
て
い
る
碑
帖
を
観
て
、
ど
れ
だ
け
真
価
が

分
る
か
、
ち
ょ
つ
と
覚
束
な
い
。

し
か
し
、
万
葉
集
に
は
既
に
「
義
之
」
「
大
王
」
な
ど
の
文
字
を
、
「
て

し
(
手
師
)
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
筆
墨
の
名
手
と
し
て
彼
が
奈
良

時
代
ま
で
に
揺
ぎ
な
い
名
声
を
わ
が
国
に
博
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
正

倉
院
に
は
双
鈎
垣
墨
本
な
が
ら
、
王
義
之
流
を
伝
え
る
高
名
な
智
永
の
真
草

千
字
文
が
現
存
し
、
光
明
皇
后
ら
の
雄
偉
な
筆
跡
な
ど
に
も
ひ
た
す
ら
王
義

之
を
学
ん
だ
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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ま
し
て
支
那
に
お
い
て
王
義
之
と
そ
の
書
が
ど
れ
ほ
ど
尊
重
敬
愛
さ
れ
た

か
は
蘭
亭
殉
葬
ひ
と
つ
を
挙
げ
て
、
も
は
や
十
分
で
あ
ろ
う
、
お
よ
そ
断
簡

笈
も
、
石
に
刻
し
て
碑
帖
に
遺
墨
を
集
め
ら
れ
た
こ
と
、
彼
に
及
ぶ
者
は

古
今
に
例
が
な
い
。

義
之
は
三
国
の
後
、
東
晋
の
貴
族
で
あ
り
、
四
世
紀
中
葉
の
人
で
あ
る
0

字
は
逸
小
く
仕
え
て
右
軍
将
軍
、
会
稽
内
史
と
な
り
、
王
右
軍
と
呼
ぱ
れ
、

子
の
献
之
を
小
王
と
謂
う
に
対
し
て
大
王
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
書
は

「
文
質
彬
々
と
し
て
君
子
な
る
か
な
」
と
評
さ
れ
、
「
字
勢
雄
逸
、
・
竜
が
天

門
に
跳
り
、
虎
が
鳳
閣
に
臥
す
が
如
し
、
故
に
歴
代
こ
れ
条
と
し
、
、
永
く

以
て
訓
と
な
す
」
と
謂
わ
れ
、
さ
ら
に
「
王
右
軍
の
書
は
、
製
の
子
弟

の
、
た
と
へ
ま
た
彬
な
ら
ざ
る
者
も
、
爽
々
と
し
て
一
種
の
饗
あ
り
」

と
語
ら
れ
た
。
謝
家
は
当
代
名
家
の
一
と
思
え
ぱ
よ
い
0

筆
力
雄
勁
、
蓑
之
が
木
に
書
く
時
、
墨
色
は
深
さ
三
寸
も
木
の
肌
に
浸
透

し
た
と
い
う
編
は
、
例
え
ぱ
今
日
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
岩
波
の
国
語
辞

じ
ゆ
ほ
く
ど
ぅ

典
に
も
、
入
太
道
、
即
ち
書
道
の
別
称
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
採
鉄
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

そ
れ
ほ
ど
名
高
い
薗
壽
序
そ
の
も
の
に
就
い
て
調
う
と
、
晋
の
穆
帝
の

永
和
九
年
三
月
三
日
、
当
代
の
名
士
四
十
一
人
が
会
稽
山
陰
の
清
流
蘭
渚
の

小
亭
に
会
し
て
、
曲
水
に
觴
を
流
し
禳
打
に
寄
せ
て
遊
ん
だ
。
こ
の
時
、
銘

々
無
を
賦
し
た
も
の
に
酔
余
の
蓑
之
が
筆
を
把
っ
て
二
十
八
行
三
百
二
十

四
字
の
序
を
作
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
序
が
よ
ほ
ど
得
意
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

後
に
も
同
文
で
幾
度
と
な
く
書
き
新
た
め
た
と
謂
わ
れ
ろ
。

し
か
し
結
局
最
初
の
原
稿
木
の
で
き
栄
が
秀
れ
て
い
て
、
彼
は
と
り
分
け

そ
れ
を
H
分
の
家
に
遺
し
九
。
唐
代
に
こ
の
蘭
亭
に
就
い
て
詳
し
い
考
を
成

し
た
何
延
之
と
い
う
人
に
依
れ
ぱ
、
こ
の
極
上
の
真
蹟
は
第
五
子
に
当
る
王

徽
之
の
家
系
に
伝
え
ら
れ
、
七
代
の
孫
の
智
永
禅
師
の
珍
重
秘
蔵
す
る
所
と

な
っ
た
が
、
智
永
に
伝
う
べ
き
子
の
な
い
ま
ま
、
蘭
亭
序
は
弟
子
弁
才
に
譲

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
頃
、
唐
の
太
宗
は
懇
か
れ
た
よ
う
に
こ
の
蘭
亭
を
探
し
て
い
た
0
 
太

宗
の
王
義
之
愛
好
は
異
常
な
ぱ
か
り
で
、
既
に
多
く
の
墨
跡
を
内
府
に
宝
蔵

し
て
い
た
が
、
一
番
有
名
な
蘭
亭
詩
序
を
欠
い
て
い
た
。
そ
こ
で
探
索
が
進

ん
で
、
漸
く
智
永
禅
師
の
弟
子
弁
才
が
所
持
し
て
い
る
ら
し
い
と
分
か
っ
た
0

早
速
差
し
出
す
べ
く
勅
命
が
あ
う
た
が
、
弁
才
も
蘭
亭
ほ
ど
の
名
品
を
惜
し

ん
で
、
先
師
没
後
の
所
在
が
知
れ
な
い
と
逃
げ
を
打
ち
通
し
た
。
事
実
は
真

蹟
を
箱
に
蔵
い
、
屋
根
裏
の
梁
を
剤
貫
い
て
隠
し
て
い
た
。

埒
も
あ
か
ぬ
ま
ま
太
宗
に
は
ど
ぅ
し
て
も
弁
才
の
言
う
こ
と
稽
じ
ら
れ

な
い
。
遂
に
、
当
時
御
史
の
官
に
あ
っ
た
蕭
翼
と
い
う
者
に
、
何
と
か
弁
才

と
渡
り
合
っ
て
蘭
亭
真
蹟
を
手
に
入
れ
よ
と
命
じ
た
の
で
あ
る
0

蕭
澀
は
思
案
の
あ
げ
く
商
人
の
姿
に
身
を
や
つ
し
、
予
め
二
、
三
の
王
真

蹟
を
も
太
宗
に
借
り
受
け
る
と
、
都
長
安
か
ら
途
々
弁
才
の
住
持
す
る
会
稽

の
永
欣
寺
へ
出
向
い
た
。
彼
は
巧
み
に
弁
才
の
知
遇
を
得
、
倶
に
詩
を
賦
し

碁
を
囲
み
、
ま
た
琴
を
撫
し
書
を
談
じ
合
っ
に
至
っ
た
し
、
弁
才
も
こ
れ
ほ

ど
才
識
あ
る
市
人
と
友
誼
を
厚
く
す
る
こ
と
を
心
か
ら
悦
こ
び
相
許
し
た
の

で
あ
る
。
遂
に
あ
る
日
、
弁
才
は
そ
の
秘
匿
す
る
蘭
亭
を
梁
か
ら
取
り
出
し

て
蕭
爽
に
誇
っ
た
。

蕭
翼
は
、
し
か
し
一
瞥
し
た
だ
け
で
少
し
も
感
心
し
な
い
。
世
上
大
王
の

に
せ
も
の
は
横
行
し
て
居
り
、
失
礼
だ
が
こ
れ
も
真
赤
な
に
せ
も
の
だ
と
言

つ
て
顧
な
い
。
流
石
に
弁
才
は
面
白
く
な
か
っ
た
。
蕭
翼
は
や
お
ら
自
分
の
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持
ち
も
の
を
披
い
て
見
せ
、
こ
れ
こ
そ
上
乗
の
問
違
い
な
い
王
義
之
で
あ
る

と
逆
に
誇
る
始
末
だ
っ
た
。

弁
才
は
師
所
伝
の
蘭
亭
を
今
さ
ら
疑
う
訳
で
は
な
い
が
、
い
さ
さ
か
気
勢

を
そ
が
れ
、
さ
り
と
て
蕭
翼
を
警
戒
も
せ
ず
、
つ
い
所
用
で
そ
の
ま
ま
寺
を

留
守
に
し
九
。
蕭
翼
も
一
度
は
一
緒
に
出
九
が
持
ち
も
の
を
忘
れ
て
来
た
と

言
っ
て
一
人
戻
る
と
、
机
上
に
置
か
れ
た
蘭
亭
も
ろ
と
も
ま
ん
ま
と
持
ち
出

し
て
し
ま
っ
た
、
謂
わ
ぱ
朧
し
と
っ
た
の
で
あ
る
。
蕭
翼
は
そ
の
足
で
当
地

の
官
に
行
き
御
史
蕭
翼
と
本
格
を
以
て
名
告
り
、
今
は
堂
々
と
弁
才
に
勅
命

の
趣
を
告
げ
、
蘭
亭
を
召
し
あ
げ
た
。

弁
才
は
驚
ろ
き
失
望
し
、
々
の
う
ち
に
一
年
余
で
死
ん
だ
と
、
何
延
之

は
「
購
蘭
亭
」
の
一
件
を
詳
し
く
書
き
誌
し
て
い
る
し
、
こ
の
逸
話
は
唐
初

の
宰
相
画
家
、
閻
立
本
が
同
じ
題
で
描
い
て
い
る
位
だ
か
ら
、
ま
ん
ざ
ら
の

造
り
噺
と
も
思
え
な
い
。
真
偽
い
ず
れ
に
し
て
も
面
白
い
話
で
あ
り
、
蘭
亭

詩
序
の
原
稿
本
が
太
宗
に
帰
し
た
こ
と
は
問
違
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
太
宗
は
揚
書
の
巧
み
な
四
人
に
命
じ
て
銘
々
に
数
本
の
墓
写
を
つ

く
ら
せ
、
皇
太
子
や
諸
王
に
賜
っ
て
い
る
。
今
日
に
遺
さ
れ
た
蘭
亭
は
こ
れ

ら
墓
写
本
を
刻
し
て
拓
に
と
っ
た
も
の
で
、
真
蹟
は
太
宗
が
炊
の
高
宗
皇
帝

に
遺
命
し
て
、
固
く
玉
厘
に
納
め
て
わ
が
墓
の
内
に
封
じ
さ
せ
た
。

む
ろ
ん
太
宗
の
蘭
亭
殉
葬
は
さ
ま
ざ
ま
に
批
議
の
加
え
ら
れ
る
所
で
あ

る
0

た
だ
、
太
宗
と
久
秀
と
を
較
べ
て
み
て
、
も
と
よ
り
物
自
体
は
共
に
天
壌

問
唯
一
無
二
で
は
あ
れ
、
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
の
値
の
大
い
さ
は
と
て
も

比
較
に
な
ら
な
い
。
し
か
も
真
に
惜
し
む
べ
き
王
髪
之
の
蘭
亭
を
地
中
に
埋

没
さ
せ
九
太
宗
の
執
愛
が
存
外
激
し
い
非
難
を
受
け
て
居
ら
ず
、
何
も
の
に

せ
よ
た
か
が
茶
釜
一
口
を
抱
い
て
自
焚
し
た
久
秀
が
良
く
言
わ
れ
な
い
の

は
、
さ
か
さ
ま
の
よ
う
で
、
や
は
り
そ
う
で
は
な
い
と
一
言
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
、
永
久
に
喪
な
わ
れ
た
の
は
痛
惜
に
余
り
あ
る
が
、
愛
し
む
に
足
る

蘭
亭
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
却
っ
て
太
宗
の
酷
愛
を
首
肯
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

分
別
で
は
批
判
で
き
て
も
、
心
情
に
お
い
て
ょ
く
ガ
わ
か
子
の
で
あ
る
。

王
義
之
を
愛
し
、
併
せ
て
儒
教
を
尊
崇
し
た
太
宗
に
は
、
当
然
そ
こ
に
政

治
家
と
し
て
の
配
慮
も
加
え
て
い
た
に
違
い
な
い
が
、
死
に
臨
ん
で
な
お
伴

侶
九
ら
ん
と
祈
願
し
た
瞬
間
に
は
、
右
将
軍
の
芸
術
を
純
粋
に
愛
す
る
ば
か

り
で
あ
っ
た
と
想
い
た
い
。
方
法
は
と
も
か
く
、
そ
れ
も
ま
た
人
と
芸
術
と

の
価
値
あ
る
出
逢
い
、
宿
命
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
却
っ
て
、
ど
こ
か
羨
み
思

わ
れ
る
故
事
で
あ
り
伝
説
で
あ
り
、
事
柄
は
決
し
て
は
や
趣
味
的
微
温
的
で

な
い
。

博
物
館
を
あ
と
に
、
ま
た
し
て
も
忙
し
い
午
後
の
勤
務
に
戻
っ
て
行
き
な

が
ら
、
や
は
り
大
学
問
題
に
就
い
て
書
く
よ
り
、
こ
れ
を
書
こ
う
と
思
っ
た
。

「
大
学
問
題
」
と
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
人
も
、
わ
れ
も
、
真
に
価
値
あ

る
も
の
へ
の
執
着
で
あ
り
行
動
で
あ
る
な
ら
、
な
ま
な
か
の
分
別
は
措
い
て

も
、
と
、
熱
く
た
け
っ
て
来
る
懐
い
を
感
じ
つ
つ
。

因
み
に
、
太
宗
の
死
と
倶
に
埋
葬
さ
れ
た
蘭
亭
の
運
命
は
さ
ら
に
数
奇
を

極
め
た
。
即
ち
高
宗
の
妃
の
則
天
武
氏
の
時
代
に
な
っ
て
、
こ
の
稀
代
の
猛

女
が
寵
愛
し
た
張
易
之
と
い
う
美
男
は
太
宗
御
陵
を
無
残
に
発
き
、
悲
願
む

な
し
く
こ
の
時
蘭
亭
は
再
び
世
に
曝
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
正
史
に
も

誌
す
所
で
、
し
か
も
そ
の
後
の
蘭
亭
の
行
方
は
、
沓
と
し
て
知
れ
な
い
と
謂

わ
れ
て
い
る
。
(
一
九
六
九
、
十
、
十
七
)

(
紹
和
給
文
学
部
卒
、
作
家
、
医
学
書
院
動
務
)
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